第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成25年1月29日(火)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１.主題名: 自主・自立と責任(1－(3))　
２．ねらい：安易な方向に流されずに、自分で考え、自分で実行しようとする強い心情を養う。
３．資料名：勇気のカンヅメ(みんなで生き方を考える道徳(日本標準)）
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	勇気がある・ないについて考える
	①自分は勇気があると思いますか。無いと思いますか。
	【一斉・発表】

・挙手で確認。

・「勇気がない」と思うことが特別なことではないことを確認する。

	
	
	②勇気があると思うのは、どんな時ですか？

　・自信があるとき　・新しいことにチャレンジ

　勇気がないと思うのは、どんな時ですか？

　・進んで発表できないとき　・決断できないとき
	【一斉・発表】

・実際の場面を思い出し、色々な経験を発表させる。

・「勇気がない」と思うことが、誰にでもあることを確認する。

	展開
	資料の前半を読み、考える
	③「勇気のカンヅメ」が50円で売られていたら、買おうと思いますか。
　【買う】・中が気になる。 ・50円なら安い。　

・面白そう 　・勇気がほしい。

　【買わない】・うそっぽい。　・お金の無駄

　　　　　・勇気が入っているはずがない。
	【一斉・発表】

・自由に発表。
・買う、買わないで分けて板書をする。

	
	資料の後半を読み、考える
	④このカンヅメは、「勇気のカンヅメ」だと言えるでしょうか。(中心発問)
　言える　

・勇気を試すことができた。・勇気をくれた。　

・人に頼るなというメッセージをくれた。

　言えない
　・空だから。　・勇気になるものが入っていない。
　・勇気は、人に頼るものではない。
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・板書の言えると言えないの横に各自のネームプレートを貼り、理由をその横に板書する。

	終末
	勇気について考える
	⑤「勇気」とはどんなものだろう。
・自分から進んで前に進む

・自分で決め、人に頼らない

・自分が正しいと思うことをする
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・時間をとり書かせ、発表させる。

・板書のときに、ねらいに即しているところは、丸で囲み色を変える。


５．準備物：資料、ワークシート、ネームプレート
６．板書計画
	　　　勇気
　　ある時　　　　　ない時
　　・自信がある　　　・進んで発表できない

　　・チャレンジする　・決断できない


　　勇気のカンヅメ

買う　　　　　　買わない

　　・中身が気になる　　・嘘っぽい
　　・勇気がほしい　　　・お金の無駄
　　・面白そう　　　　　・入っているはずない
　　　　勇気のカンヅメと
言える　　　　　言えない


　・勇気をためさせてくれた　 ・空だから

　・勇気をくれた　　　・勇気になるものがない

　・人に頼るなという　・人に頼るものではない

メッセージがある

　　勇気とは、どんなものだろう？
・自分から進んで前に進む

・自分で決め、人に頼らない

・自分が正しいと思うことをする。




７．今後の改善点

　◎　終末で、じっくり考えて発表させたいので④で時間をかけず、⑤で時間をかけられるようにする。
　　　※⑤が中心発問ではないだろうか。







































ネームプレート





ネームプレート








